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▲ミス用紙は捨てずに裏面も
使用します

▲ごみの分別
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常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
（
平
成
18
年
3
月
策
定
）
は
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
運
営
体
制

の
実
現
に
向
け
、
3
つ
の
推
進
項
目
を
基
本
方
針
に
定
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
に
示
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
を
示
し
た
実
施
計
画
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、
行

政
全
般
に
わ
た
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
項
目
１

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
新
た
な
行
政
課

題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
予
算
編
成
時
に
お
け
る
経

常
的
経
費
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
◆

①
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減

○
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業

を
対
象
に
１
３
９
の
事
務
事
業
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
７
月
に
常
陸
大
宮

市
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
を
設

置
し
、
20
事
務
事
業
に
つ
い
て
外
部

評
価
を
実
施
し
、
外
部
評
価
の
結
果

を
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
４
月
か
ら
廃
校
と
な
っ
た

長
倉
小
、
伊
勢
畑
小
の
施
設
の
有
効

利
用
と
活
動
拠
点
の
推
進
を
図
る
た

め
、
地
元
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
に
無

償
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
、
事
務

事
業
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
ま
し

た
。

○
市
の
環
境
方
針
、
環
境
目
標
及
び
環

境
活
動
計
画
を
新
た
に
設
定
し
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
施
設
の
維
持
管
理
費
及
び
事
務
事

業
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
日

常
業
務
に
お
け
る
両
面
コ
ピ
ー
の
徹

底
、
昼
休
み
の
一
斉
消
灯
、
冷
暖
房

の
適
正
な
温
度
設
定
等
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

○
水
道
工
事
に
係
る
設
計
委
託
業
務
の

一
括
発
注
に
努
め
、
公
共
工
事
の
コ

ス
ト
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

▲事務室に温度計を設置し、室温が夏は
28度、冬は20度になるように冷暖房の
設定温度を調整（左：温度　　右：湿度）
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○
公
用
車
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、
公

用
車
の
管
理
経
費
の
縮
減
と
配
置
台

数
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
11

台
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
更
新
に
つ
い
て
は
、
環

境
負
荷
へ
の
影
響
が
少
な
い
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
に
更
新
し
ま
し
た
。

②
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

○
管
理
運
営
コ
ス
ト
の
縮
減
と
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
推
進
し
ま
し

た
。

③
単
独
補
助
金
等
の
見
直
し

○
平
成
22
年
度
市
単
独
補
助
金
に
つ
い

て
、
予
算
編
成
時
に
補
助
金
等
審
議

会
で
補
助
金
等
見
直
し
要
領
に
基
づ

き
審
議
し
、
経
常
的
補
助
金
の
縮
減

を
図
り
ま
し
た
。

◆
外
郭
団
体
等
の
見
直
し
◆

○
常
陸
大
宮
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
平
成
18
年
１
月
策
定
）
に
基
づ

き
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
推
進

を
図
る
た
め
、
審
議
会
等
の
女
性
委

員
の
増
員
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

・
審
議
会
等
（
附
属
機
関
）
の

　
　

女
性
委
員
比
率　

24
・
６
％

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
地
方
公
営
企
業
の経営

健
全
化
◆

○
自
主
財
源
の
確
保
と
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
徴
収
嘱
託
員

に
よ
る
水
道
料
金
の
滞
納
整
理
を
実

施
し
ま
し
た
。

◆
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
公
社
等
の

経
営
健
全
化
◆

○
土
地
開
発
公
社
の
運
営
・
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
土
地
開
発
公

社
の
解
散
に
向
け
て
、
県
を
始
め
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◆
組
織
・
機
構
の
見
直
し
◆

○
本
庁
、
総
合
支
所
で
実
施
し
て
い

る
木
曜
日
窓
口
延
長
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
平
成
22
年
度
か
ら

総
合
支
所
の
窓
口
延
長
業
務
を
廃
止

し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま

し
た
。

○
義
務
教
育
適
正
配
置
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
小
学
校
の
平
成
22
年
４
月
統

合
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
委

員
会
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◆
人
件
費
の
抑
制
◆

①
職
員
数
の
削
減
及
び
定
員
適
正
化
の
推
進

○
常
陸
大
宮
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
職
員
の
削
減
を
行

い
、
人
件
費
の
抑
制
と
定
員
適
正
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成
17
年

４
月
１
日
の
職
員
数
６
４
８
人
を
５

年
間
で
65
人
削
減
し
、
５
８
３
人
と

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に
職
員
数

は
５
５
９
人
と
な
り
、
89
人
の
削
減

と
目
標
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

◆
人
材
育
成
の
推
進
◆

○
茨
城
県
と
の
人
事
交
流
を
推
進
し
、

職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
実

務
研
修
生
と
し
て
職
員
４
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。

○
政
策
形
成
能
力
や
創
造
的
能
力
等
の

向
上
を
図
る
た
め
、
茨
城
県
自
治
研

修
所
が
実
施
す
る
職
員
研
修
に
職
員

66
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
講
座
や
法
制
執
務
講
座
な

ど
15
講
座
）
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◆
電
子
自
治
体
の
推
進
◆

 
○
通
信
事
業
者
の
参
入
が
見
込
め
な
い

美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域
に
お
い

て
、情
報
格
差
解
消
の
た
め
、光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
を
整
備
す
る
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
難
視
地

域
の
解
消
の
た
め
、
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
（
自
主
共
聴
組
合
）
か
ら
提

出
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
術
支
援
依
頼
書

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
に
伴
う
施
設
の
改
修
に
つ

い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
支
援
依
頼
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
（
支
援
依
頼
22
組
合
）

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
新
た
に

発
生
す
る
難
視
地
区
に
対
し
て
、
共

聴
テ
レ
ビ
組
合
の
組
織
化
に
関
す
る

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
４
地
区
実
施
）

推
進
項
目
２

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

　

景
気
の
低
迷
や
三
位
一
体
の
改
革
の

進
展
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、
将
来
に

渡
っ
て
安
定
し
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
財
政
運
営
の
見
直
し
を
行

い
、
市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
債
の
発
行
に

あ
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
な
財
政
展
望
に

立
っ
た
財
政
収
支
見
通
し
に
よ
り
、
市
債

発
行
を
抑
制
し
、
効
果
的
な
財
政
運
用
に

努
め
ま
す
。

◆
市
税
等
収
納
率
の
向
上
◆

○
自
主
財
源
の
確
保
と
市
民
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
整
理
を
実

施
し
、
市
税
等
収
納
率
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税
等
の
収
納

が
出
来
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
を

行
い
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興
と
企
業
誘
致
◆

○
雇
用
の
創
出
と
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
（
平
成
21
年
度　

２
社
締
結
）

◆
自
主
財
源
の
確
保
◆

○
市
有
財
産
の
適
正
な
維
持
管
理
及

び
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

遊
休
地
等
の
利
活
用
及
び
処
分
を
検

討
・
実
施
し
、
２
カ
所
の
土
地
を
売

却
し
ま
し
た
。

○
市
有
財
産
の
有
効
活
用
及
び
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、野
上
原
分
譲
地（
山

方
地
域
）
の
販
売
促
進
に
努
め
、
４

区
画
を
販
売
し
ま
し
た
。

○
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
及
び
お
知
ら
せ
版
、

一
般
用
封
筒
（
角
２
）
に
有
料
広
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。

◆
市
債
の
抑
制
◆

○
安
定
か
つ
継
続
的
な
財
政
運
営
を
推

進
し
、
起
債
残
高
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
市
債
発
行
額
を
償
還
元
金
内
に

抑
制
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

22
年
度
末
に
は
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

約
11
億
４
７
２
２
万
円
の
起
債
残
高

が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

○
公
的
資
金
保
証
金
免
除
繰
り
上
げ
償

還
を
実
施
し
、
利
率
の
高
い
借
り
入

れ
に
つ
い
て
、
利
率
の
低
い
も
の
へ

借
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

推
進
項
目
３

市
民
参
加
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
意
識
の
早
期
醸
成
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
市
民
志
向
の
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
出
来
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
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平成21年度行政改革取り組みの成果（効果額）

◆
行
政
連
絡
組
織
の
活
性
化
と

自
主
運
営
◆

○
合
併
に
よ
り
広
範
と
な
っ
た
市
域
の

活
性
化
と
自
治
組
織
の
育
成
を
図
る

た
め
、
平
成
21
年
12
月
に
区
長
を
対

象
に
「
区
内
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
３
分
科
会

で
情
報
交
換
を
行
い
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
し
た
。

◆
市
民
参
画（
協
働
）の
推
進
◆

○
市
民
の
意
向
を
把
握
・
分
析
し
、
政

策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
参
画

（
協
働
）
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

・
常
陸
大
宮
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
骨
子
の
策
定

・
常
陸
大
宮
市
地
域
福
祉
計
画

・
常
陸
大
宮
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
後
期
計
画

○
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
市
政
に
取
り

入
れ
る
た
め
、
政
治
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
に
よ
り
３
人
選
任
し
ま

し
た
。

◆
知
的
財
産
の
活
用
◆

○
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の

拡
充
と
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
の
依
頼
を
受

け
た
10
講
座
（
参
加
者
１
７
８
人
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

○
地
域
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
茨
城
大
学
の
知
的
財
産
を
積

極
的
に
活
用
す
る
た
め
、
９
人
の
茨

城
大
学
教
授
に
委
嘱
を
し
、
市
民
、

大
学
、
行
政
が
連
携
・
協
働
し
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
を
対
象
に
専
門
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
茨
城
大

学
の
協
力
を
得
て
、
市
民
大
学
講
座

「
秋
講
座
及
び
春
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

平成21年度行政改革取り組みの成果（効果額）

取り組み事項 効果額 説　　明

予算編成時における経常的経費の削減 76,908 委託料、普通旅費、時間外手当などの削減額

水道工事一括発注による経費削減 5,346 委託業務の一括発注による効果額

公用車の見直し及び売却 2,476 公用車11台の削減及び売却額

経常的補助金の見直し 33,485 補助金団体の見直しによる削減額

徴収嘱託員よる水道料金の滞納整理 11,837 徴収嘱託員による徴収額

定員適正化計画に基づく人件費の抑制 302,978 人件費削減額

滞納整理の実施 40,650 税務徴収課職員による徴収額

遊休地の売却 5,462 遊休地（2カ所）の売却額

分譲地の販売促進 11,046 野上原分譲地4区画の販売額

有料広告の実施 627 広報紙、バナー広告、封筒の掲載料

計 490,815

■問い合わせ先■　総務部　企画課　行政改革推進室　行政改革推進グループ
☎52－1111　内線323

（単位：千円）


